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第１章 南部地域における実証運行の方針（案） 
 
鳥取市バス路線網再編実施計画における役割に応じた路線（幹線・支線）及び乗継

拠点配置に基づき、全市におけるダイヤ・運賃等の詳細なサービスレベルを検証する

ため、南部地域において下記方針（案）で実証運行を行う。 

●実証運行の方針 

 
 

 

●実証運行サービスの基本的な考え方 

 

◆運行頻度 

○ 幹線バス路線 

朝夕 概ね５～１０分間隔以下で運行 

日中 概ね１０～１５分間隔以下で運行 

夜   概ね３０分間隔以下で運行 

○ 支線バス路線 

通勤・通学路線  朝夕 ３０分間隔で運行    日中 ６０分間隔以下で運行 

通院等生活路線  １日５往復程度（需要に応じて増便） 

（午前３往復（通学・通勤・通院・買物）、午後２往復） 

 利用しやすいダイヤ設定 

○ バス停 

支線においては自宅近くで乗降可能な工夫、フリー乗降区間の設定 
 

○ 交通空白地域等 
乗合タクシーや過疎地有償運送による交通確保を基本 
曜日運行の検討を行う。（運行する日は、利便性の高いダイヤ設定） 
 

◆幹線から支線への乗り換え 

○ 乗換回数 

原則として１回を限度とする。（１回の乗り換えで市中心市街へ） 

○ 料金の調整ＩＣカード導入による初乗り料金の調整、1日上限運賃の設定、支線

路線の運賃検討 

 

 

 

利用者の利便性向上を徹底的に追求した運行サービスを提供 
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◆効率的で、利便性の高い運行形態の選択 

○ 定時定路線・デマンド型の比較 
○ 路線統合による経費削減 
○ 利用が少ない路線は、乗合タクシー・過疎地有償運送等の利用を検討 
 

◆通学利用便（小学校）の維持 

○ 現状サービスを維持、または代替移動動サービスの提供 
 

◆運賃上限設定の検討 

○ 地域間の不公平感の是正 
 

◆住民と協働による地域交通計画・運行維持・利用促進 

○ 各地域の住民と行政・運行事業者が連携して、協働で地域の移動手段を確保する

ための計画づくり 
○ 実際の運行を維持するための利用促進など、計画だけでなく住民自らが地域の交

通を創り・守り・育てるしくみの中で再編 
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第２章 実証運行に係る事業の概要（案） 
 
 南部地域で実施する実証運行事業の概要を以下に示す。 
 
◆幹線、支線のバス実証運行 

バス路線網再編実施計画に基づき、各地域において実証運行を行い本格運行に繋げる。 
 

◆地域循環バスの導入 

高齢化社会等の進展に伴い、各地域の実情に合った地域循環バスを導入し、生活交通の

確保と利便性の向上を図る。 
 

◆交通系ＩＣカードシステム整備 

交通系ＩＣカードを導入し、各種公共交通の一体化と利便性の向上を図る。 
 

◆乗継拠点整備 プラットホーム整備事業 

幹線・支線に沿ったバス路線網の再編実施に伴い、各主要拠点間を結ぶ、乗継拠点（共

通プラットホーム）の整備を行う。  
 

◆効果的な広報戦略の展開 

車両ラッピング、愛称募集、イベント等の開催により実証運行の周知、公共交通利用の

啓発活動を行う。  
 

◆バスネットの設置 

鳥取大学が開発したバスネットを公共施設（病院・市役所・観光施設等）に設置し、公

共交通の利用促進を図る。  
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●南部地域における実証運行のイメージ  
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第３章 実証運行の詳細計画（案） 

３-１ 南部地域実証運行の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取駅

吉成南

鳥取南

河 原

用 瀬

神戸線

西郷線

散岐線 江波赤波線

佐治線

智頭線

江波赤波線

佐治線（区域運行）

南部幹線

乗合タクシー・過疎地有償運送など

支線路線の考え方
É 支線ダイヤは、通勤・通学
時間帯は、30分間隔程度を
確保し、その他の時間帯は需
要との関係から決定する。
É 人口が少ない地区は、区域
運行によるデマンド型交通の
検討を行う。
É現在、交通空白となっている
集落に関しては、乗合タク
シーや過疎地有償運送の導入
を検討する。

乗合タクシー

南部幹線の考え方
Éダイヤは、朝夕を概ね５～１
０分間隔、日中を概ね１０～
１５分間隔、夜間を概ね３０
分間隔以下で運行。
É 主たる乗り継ぎ拠点でのみ
乗降可能とする。
ÉＩＣカード導入による乗り継
ぎ時の初乗り料金調整。

1
凡 例

南部幹線

支線路線

乗継拠点

サブ拠点

河原・用瀬線

鳥取・河原線

鳥取南線

地 域 圏域人口

鳥取市内

（吉成～円通寺間
400ｍ圏域）

5,045

神戸線沿線 991

河 原 7,779

佐 治 2,438

用 瀬 3,927

計 20,180

地 域 圏域人口

鳥取市内

（吉成～円通寺間
400ｍ圏域）

5,045

神戸線沿線 991

河 原 7,779

佐 治 2,438

用 瀬 3,927

計 20,180

南部幹線の圏域人口

検討中 




